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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年2月12日(2015.2.12)

【公開番号】特開2013-128606(P2013-128606A)
【公開日】平成25年7月4日(2013.7.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-035
【出願番号】特願2011-279064(P2011-279064)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３０４Ｚ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月17日(2014.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、画像の乱れを抑えることを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は以下の構成を採用した。括弧内の参照符号は、本発明の理解を容易にするため
に実施形態との対応関係を示したものであって、本発明の範囲を何ら限定するものではな
い。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明にかかる遊技機（１００）は、画像データを記憶する記憶手段（３３１）と、前
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記記憶手段（３３１）に記憶されている画像データを用いて描画データを生成する画像処
理手段（３１４）と、前記画像処理手段（３１４）によって生成された描画データを用い
て画像を表示する第１画像表示手段（１０４）と、前記画像処理手段（３１４）によって
生成された描画データを用いて画像を表示する第２画像表示手段（１２５）と、前記画像
処理手段（３１４）によって生成された描画データを所定の伝送方式によって伝送可能な
描画データに変換する変換手段（３２６）と、を備え、前記第２画像表示手段（１２５）
は、前記変換手段（３２６）によって前記所定の伝送方式によって伝送可能な描画データ
に変換された描画データを用いて画像を表示することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明によれば、画像の乱れを抑えることができるという効果を奏する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶されている画像データを用いて描画データを生成する画像処理手段
と、
　前記画像処理手段によって生成された描画データを用いて画像を表示する第１画像表示
手段と、
　前記画像処理手段によって生成された描画データを用いて画像を表示する第２画像表示
手段と、
　前記画像処理手段によって生成された描画データを所定の伝送方式によって伝送可能な
描画データに変換する変換手段と、
　を備え、
　前記第２画像表示手段は、前記変換手段によって前記所定の伝送方式によって伝送可能
な描画データに変換された描画データを用いて画像を表示することを特徴とする遊技機。
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